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区　分

区　分
一般行政職
技能労務職

172,200
－

152,800
－

140,100
137,200

－
129,200

大　卒

区　分 博士課程卒

短大3卒
188,900

－

短大2卒
180,500

－

准看護師養成所卒
－

153,300

大学6卒
医　　師
歯科医師
区　分
看 護 師
准看護師

323,600
－

－
237,700

短大卒 高　卒 中　卒

一般行政職 257 1 7 251
医　療　職 12 1 2 11
保健師・栄養士 13 2 2 13
保　育　士 50 2 4 48
技能労務職 54 7 47
合　　　計 386 6 22 370

平成20年
4月1日
職員数

平成20年度中

退職者数採用者数

平成21年
4月1日
職員数

1 職員の任免及び職員数に関する状況
・職員数（単位：人）

区　　分
一般行政職
技能労務職

312,297
217,318

平均給料月額

2 職員の給与の状況
（1）1人あたりの支給額（平成20年4月1日現在）（単位：円）

3 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間

（2）休暇制度
※使用実績は、平成20年1月1日～平成20年12月31日の期間

（3）育児休業

（2）初任給基準（単位：円）

（3）手当制度の状況

注：教育長及び県職員を除き、外郭団体派遣職員を含
むため、定員管理実態調査と合致しません。

4 職員の分限及び懲戒処分の状況
（1）処分者数（単位：人）

5 職員の服務の状況（単位：人）

6 職員研修及び勤務成績評定の状況
（1）職員研修の実施状況（単位：人）

（2）勤務成績の評定状況

7 職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）福利厚生制度に関する状況

（2）公務災害補償制度

注：職種や職場によって異なります。

区　分

手当の種類

扶養手当・通勤手当・住居手当・管理職手当・
時間外勤務手当・休日勤務手当・期末手当・勤
勉手当・寒冷地手当・宿日直手当・医師手当・
老人福祉施設勤務手当・初任給調整手当

名　　称　　等

区　　分

加　入　団　体 災害件数 災　害　の　概　要
地方公務員災害補償基金
岐阜県支部 2 地方公務員の公務上の災害

勤　務　時　間　等

勤務を要する曜日 毎週月曜日から金曜日までの週5日間
（祝日法による休日及び12月29日から1月3日を除く）

1日あたりの勤務時間 午前8時30分から午後5時30分まで
休憩時間を除く、実質8時間勤務

休暇の種類 休暇日数等 使用実績

年次有給休暇 1年につき20日付与（繰越、
採用時期等により変動あり）

特 別 休 暇 産前産後、結婚休暇、介護休暇等有り

平均取得日数
8.9日

区　　　　分 男性職員 女性職員 計
平成20年度中に新たに育児休業
を取得した職員 9 9

平成19年度中から引き続き育児
休業を取得している職員 4 4

区　　　　　分 受診者数 内　　容　　等
総合健診 356 年代別総合健康診断

区　分 基準日 評定等内容

人事評価 10月1日 新人事評価の試行実施（実績、
意識、能力による評価）

処分の内容 処分者数 処分事由

分限処分（休職）

懲戒処分

1

0

病気のため

区　　　分

命令に従う義務 0

信用失墜行為の禁止 0

秘密を守る義務 0

職務に専念する義務 0

政治行為の制限 0

争議行為等の禁止 0

営利企業従事制限 0

違　反　者　数

研 修 区 分

研修センター研修 78

自主研修

各種専門研修 87

派遣研修 8

職場内研修

その他の研修

計 173

受講者数累計
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揖
斐
川
森
林
だ
よ
り
〜
こ
れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
の
た
め
に
〜

【
第
22
回
】「
春
日
尾
又
谷
地
区
の
森
林
施
業
集
約
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」（
揖
斐
川
町
森
林
づ
く
り
推
進
会
議
事
務
局
）

春日尾又谷地区は、揖斐川町の南西に位置し、尾又谷沿いには県
道川合垂井線が通っています。地区の人工林は79パーセントを占
め、その内間伐対象森林が96パーセントを占めています。森林所
有者の地元不在から森林境界が不明確になり、森林整備が進まない
状況となっています。また、木材の搬出用の作業道がないため間伐
材などの搬出が困難となっています。
このため、県・町・森林組合が連携し、平成21年度森林施業集

約化モデル事業での森林の集約化・境界明確化・森林施業の計画作
成を一体的に行い、効率的な施業を森林所有者へ提案させていただ
く予定です。また、施業計画の作成に係る組織として、森林所有者
が参画した「尾又谷の森林を守る会」が設立されました。

※森林施業集約化モデル事業での取り組み計画は次のとおりです。
①森林所有者への説明会開催
②森林境界の明確化を図るために測量を実施
③森林整備と作業道整備を一体化した森林施業プランの作成と提案

施業集約化とは 分散的で小面積の施業地を集めて１つの固まりとして施業を行うことです。

施業集約化の利点は

施業集約化のイメージは

●共同施業による流域全体の公益的機能の保全が効果的に高めることができます。
●森林整備のコストを軽減することができ、森林所有者の費用負担が軽減されます。
●計画的に作業道ができ、まとまった量の材を生産することにより販売が有利にな
ります。

説明会の状況 計画作成地内の森林状況（県道川合垂井線沿）

春日尾又谷地区の森林施業集約化の取り組み紹介

春日尾又谷地区の森林の状況

【お問い合せ先】
森林林業について、また、補助制度の採択要件や間伐のご相談等、お気軽にお問い合わせください。
揖斐川町農林振興課（TEL 22－2111）・揖斐郡森林組合（TEL 22－6511）・揖斐農林事務所林業課（TEL 23－1111）

揖斐川町役場 

尾又谷地区 

地区 
位置図 

提案型による森林施業集約化の概要

作業道 

作業路 

Ａさん Bさん 

Cさん 

Dさん 

利用間伐 

伐捨て間伐 

作業道 

作業路 

作業路 

Ａさん Bさん 
Cさん 

Dさん 

利用間伐 

利用間伐 

利用間伐 

利用間伐 

ＢさんとＣさんが施業を行わない場合、Ａさんは利用間
伐が可能であるが、Ｄさんは伐捨て間伐しかできない。

Ａさん、Ｂさん、Ｃさん、Ｄさん全員が施業を行えば、計
画的に作業路が開設でき、利用間伐が可能となる。

従　来 集約後

集約化
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8
月
3
日
に
第
6
回
揖
斐
川
町
議
会
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
8
案
件
が
承
認
・
同

意
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

7
月
2
日
に
専
決
処
分
さ
れ
た
、
平
成

21
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

揖
斐
川
町
谷
汲
財
産
区
管
理
委
員

堀ほ
り

口ぐ
ち

正ま
さ

明あ
き

さ
ん（
谷
汲
深
坂
）

長な
が

屋や

秀ひ
で

雄お

さ
ん（
谷
汲
深
坂
）

竹た
け

中な
か

義よ
し

則の
り

さ
ん（
谷
汲
大
洞
）

山や
ま

岸ぎ
し

清き
よ
し

さ
ん（
谷
汲
大
洞
）

加か

納の
う

利と
し

彦ひ
こ

さ
ん（
谷
汲
名
礼
）

若わ
か

山や
ま

正ま
さ

木き

さ
ん（
谷
汲
名
礼
）

浅あ
さ

野の

義よ
し

一か
ず

さ
ん（
谷
汲
徳
積
）

揖
斐
川
町
長
瀬
財
産
区
管
理
委
員

寺て
ら

田だ

直な
お

起き

さ
ん（
谷
汲
高
科
）

井い
の

上う
え

貞さ
だ

夫お

さ
ん（
谷
汲
岐
礼
）

山や
ま

本も
と

清き
よ
し

さ
ん（
谷
汲
岐
礼
）

國く
に

枝え
だ

重し
げ

遠と
う

さ
ん（
谷
汲
長
瀬
）

林は
や
し

明あ
け

美み

さ
ん（
谷
汲
長
瀬
）

松ま
つ

井い

角か
く

行ゆ
き

さ
ん（
谷
汲
長
瀬
）

松ま
つ

井い

求も
と
む

さ
ん（
谷
汲
長
瀬
）

購
入
契
約
の
締
結
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

契
約
金
額
　
2
5
4
6
万
2
5
0
0
円

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

契
約
金
額
　
1
6
2
7
万
5
0
0
0
円

久
瀬
診
療
所
X
線
診
断
装
置

契
約
金
額
　
1
6
3
8
万
円

春
日
診
療
所
X
線
診
断
装
置

契
約
金
額
　
1
6
3
8
万
円

谷
汲
中
央
診
療
所
デ
ジ
タ
ル
画
像
読
取
診

断
装
置
シ
ス
テ
ム

契
約
金
額
　
9
2
4
万
円

○
前
納
の
お
勧
め

国
民
年
金
に
は
、
1
年
分
ま
た
は
6
か

月
分
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数
分
に
つ
い

て
、
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
割
引
に
な

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

前
納
の
割
引
率
は
、
最
大
で
年
2
・
1

パ
ー
セ
ン
ト（
口
座
振
替
で
平
成
21
年
度

の
1
年
分
の
保
険
料
を
前
納
し
た
場
合
の

実
績
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
の
1
年
分
の
保
険
料
の
前

納
額
等
は
、
平
成
22
年
2
月
の
上
旬
ま

で
に
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

○
退
職（
失
業
）時
の
特
例
免
除
制
度

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
、
免
除
申
請
書
を
提
出
し
、
認

め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
申
請
免
除
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
、
申
請
者
本
人
は
も
ち
ろ
ん
世
帯
主
や

配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
審
査
の
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
特
に
、
配
偶
者
が
免
除
申

請
す
る
年
度
、
ま
た
は
そ
の
前
年
度
に
退

職（
失
業
）し
た
場
合
は
、「
特
例
免
除
」

と
い
っ
て
、
退
職
し
た
配
偶
者
本
人
の
所

得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
所
得
制
限
の
審
査
の
ハ
ー
ド
ル
が

低
く
な
り
ま
す
。

免
除
制
度
を
利
用
す
る
と
、

①
免
除
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
・

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
資
格
期
間
の
25

年
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

②
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
、
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン（
厚
生
年
金
・
共
済
組

合
の
加
入
者
）の
被
扶
養
配
偶
者
は
、「
第

三
号
被
保
険
者
」
と
し
て
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
ま
す
が
、
配
偶
者
が
退
職

（
失
業
）し
て
失
職
す
る
と
、
夫
婦
と
も
に

国
民
年
金
の
「
第
一
号
被
保
険
者
」
に
な

る
た
め
の
手
続
き
を
行
い
、
お
一
人
、
月

額
1
万
4
6
6
0
円
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
第
一
号
被
保
険
者
は
、
原
則
、
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

※
そ
の
他
、
免
除
制
度
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は
社
会
保
険

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
2
2
│
2
1
1
1

Information Room

配
偶
者
の
退
職（
失
業
）に
よ
り

第
三
号
被
保
険
者
の
資
格
を

失
っ
た
と
き

議
会
活
動
報
告

29
日

第
7
回
議
会
運
営
委
員
会

3
日

第
6
回
臨
時
会

5
日

大
野
町
議
会
と
の
合
同
研
修
会

21
日

第
8
回
議
会
運
営
委
員
会

8
月

7
月

第
6
回
臨
時
会 

承
認
案
件

人
事
案
件

契
約
案
件

オータムジャンボ宝くじのお知らせ！

この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、
高齢化対策など地域の皆さんの福祉の向上のために使われます。

1等 1億5,000万円×13本
前後賞各 2,500万円
2等 1,000万円×130本
3等 100万円×1,300本

オータムジャンボ宝くじの賞金は、1等・前後賞合わせて2億円。

9月28日（月）
発売！



【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
2
2
│
2
1
1
1（
内
線
3
1
3
）

〜
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
が
始
ま
り
ま
す
〜

今
年
10
月
か
ら
、
個
人
住
民
税
の
公
的

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
制
度
は
65
歳
以
上
の
公
的
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
個
人
住
民
税

を
納
税
す
る
義
務
が
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

現
在
、公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
お
り
、

個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方
は
通

常
年
4
回
で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
た
と

こ
ろ
、
年
6
回
、
個
人
住
民
税
が
公
的
年

金
か
ら
引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
年
金
の
支
払
い
を
す
る
社

会
保
険
庁
な
ど
が
直
接
、
役
場
へ
個
人
住

民
税
を
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
の
う
ち

個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方
が

対
象
で
す

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
の
は
、「
4

月
1
日
現
在
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の
受

給
者
で
、
前
年
中
の
年
金
所
得
に
係
る
個

人
住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方
」で
す
。

ま
た
、「
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
の
対

象
と
な
ら
な
い
方
」「
当
該
年
度
の
特
別

徴
収
税
額
が
老
齢
基
礎
年
金
等
の
額
を
超

え
る
方
」
な
ど
は
引
き
落
と
し（
特
別
徴

収
）の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
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町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
坂
本
住
宅
　
1
戸

・
住
所
　
揖
斐
川
町
坂
内
坂
本

・
建
設
年
度
　
平
成
8
年
度

・
木
造
平
屋
建
　
3
L
D
K

・
家
賃
　
2
0
7
0
0
円
〜

②
川
上
住
宅
　
1
戸

・
住
所
　
揖
斐
川
町
坂
内
川
上

・
建
設
年
度
　
平
成
11
年
度

・
木
造
2
階
建
　
3
L
D
K

・
家
賃
　
2
2
4
0
0
円
〜

③
そ
ら
む
き
住
宅（
単
身
用
）
1
戸

・
住
所
　
揖
斐
川
町
西
津
汲

・
建
設
年
度
　
平
成
11
年
度

・
準
耐
火
構
造
2
階
建
　
1
K

・
家
賃
　
1
6
1
0
0
円
〜

■
敷
金

家
賃
の
3
か
月
分

■
入
居
条
件

・
市
町
村
民
税
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

※
単
身
用
を
除
く

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

10
月
1
日（
木
）〜
15
日（
木
）

■
入
居
予
定
日

11
月
下
旬
を
予
定

○
新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
制
度
は
、
納
税
義
務
者（
年
金
受
給

者
）が
支
払
う
べ
き
個
人
住
民
税
を
社
会

保
険
庁
な
ど
の
「
年
金
保
険
者
」
が
役
場

へ
直
接
納
め
る
よ
う
に
納
税
方
法
を
変
更

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
制
度
に
よ
り
新

た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）さ
れ

る
の
は
「
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
割
額

等
」
で
あ
り
、「
給
与
所
得
等
に
係
る
所

得
割
等
」
は
こ
れ
ま
で
通
り
別
途
納
め
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
21
年
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
徴

収
が
は
じ
ま
り
ま
す

特
別
徴
収
の
開
始
は
、
平
成
21
年
10
月

支
給
分
の
年
金
か
ら
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
21
年
度
の
税
額
の
半
分
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
6
月
お
よ
び
8
月
に
普
通

徴
収（
納
税
通
知
書
に
よ
り
銀
行
な
ど
で

納
め
る
方
法
、
口
座
振
替
）に
よ
り
納
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
年
金

所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税
に

つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
の
方
法
に
よ
り

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、
退

職
共
済
年
金
な
ど

※
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は
特
別
徴
収
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
税
務
課

℡
2
2
│
2
1
1
1

Information Room

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

Information Room

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の
受
給

者
で
、
個
人
住
民
税
を
納
税
さ

れ
て
い
る
方
に
お
知
ら
せ
で
す

6月・8月は、年税額の半分を2回に分けて普
通徴収します。
10月・12月・2月は、年税額から普通徴収し

た額を差し引いた残りの額を老齢基礎年金等の
支払いごとに年金から天引きします。

年金から天引き（特別徴収）

《翌年度以降（平成22年度以降）》

4月
（仮徴収）

6月
（仮徴収）

8月
（仮徴収） 10月

前年度の2月と同じ額 年税額から仮徴収した額を
差し引いた額の3分の1

12月 2月

4月・6月・8月は、前年度の2月に年金から
特別徴収した額を仮徴収します。
10月・12月・2月は、平成21年度の年税額か

ら仮徴収した額（4月・6月・8月分）を差し引い
た残りの額を老齢基礎年金等の支払いごとに天
引きします。

納付書で納付
（普通徴収）

年金から天引き
（特別徴収）

所得が公的年金等の所得のみの場合
《特別徴収を開始する年度（平成21年度）》

6月 8月 10月

年税額の4分の1 年税額の6分の1

12月 2月

◆公的年金等からの特別徴収方法（例）◆
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川
と
海
の
水
の
恵
み
は
、
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
る
大
切
な
も
の
。
し
か
し
残
念

な
が
ら
水
辺
に
は
ゴ
ミ
が
溢
れ
て
い
ま

す
。
美
し
く
安
心
し
て
利
用
で
き
る
水
辺

を
、
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
将
来
に
受
け

継
が
せ
る
た
め
に
、
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
、

捨
て
さ
せ
な
い
公
衆
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
は
、

ゴ
ミ
を
拾
う
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
多
く

の
人
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
心
を
育
ん
で
も

ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
開
催
し

ま
す
。
私
た
ち
の
美
し
い
環
境
を
守
る
た

め
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

10
月
25
日（
日
）
8
時
〜
9
時

（
小
雨
決
行
）

■
集
合
場
所

揖
斐
川
岡
島
橋
右
岸
側
下
流

『
い
び
が
わ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
』
8
時
集
合

■
そ
の
他

◎
参
加
さ
れ
る
方
は
、
右
記
集
合
場
所
に

時
間
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◎
軍
手
、
運
動
靴
な
ど
、
安
全
確
保
の
で

き
る
動
き
や
す
い
服
装
。

◎
ゴ
ミ
袋
に
入
る
程
度
の
ゴ
ミ
を
対
象
と

し
ま
す
。

◎
拾
っ
た
ゴ
ミ
は
、
当
日
指
定
す
る
収
集

場
所
ま
で
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
お
申
し
込
み
は
電
話
で
役
場
建
設
課

（
℡
2
2
│
2
1
1
1
）ま
で
、
住
所
、

氏
名（
団
体
名
）、
人
数
な
ど
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
2
2
│
2
1
1
1

町
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
と

し
た
講
座
「
ワ
ー
ド
2
0
0
7
で
つ
く
ろ

う
年
賀
状
」
を
開
催
し
ま
す
。
ワ
ー
ド

2
0
0
7
の
多
彩
な
新
機
能
を
使
っ
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
年

賀
状
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
講
習
内
容

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ

て
の
年
賀
状
文
面
の
作
成
、
及
び
宛
名
の

差
し
込
み
印
刷
機
能
の
活
用
方
法
な
ど

■
日
時
・
場
所

【
揖
斐
川
・
春
日
会
場
】

第
1
グ
ル
ー
プ

日
に
ち
　
11
月
1
日（
日
）

会
場
　
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
O
A
室

【
谷
汲
・
久
瀬
会
場
】

第
2
グ
ル
ー
プ

日
に
ち
　
11
月
14
日（
土
）

会
場
　
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

【
藤
橋
・
坂
内
会
場
】

第
3
グ
ル
ー
プ

日
に
ち
　
11
月
18
日（
水
）

会
場
　
藤
橋
公
民
館
1
階
会
議
室

■
時
間

9
時
〜
12
時
30
分

■
定
員

各
会
場
10
人

■
参
加
料
金

2
0
0
円

■
申
込
方
法

揖
斐
川
町
役
場
受
付
、
揖

斐
川
町
放
送
通
信
セ
ン
タ
ー
、
各
振
興

事
務
所
に
申
し
込
み
用
紙
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
ご
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
受
付
開
始

10
月
1
日（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
放
送
通
信
セ
ン
タ
ー

℡
2
1
│
3
1
7
1

Fax
2
1
│
3
1
7
2

E-m
ailjoho@

tow
n.ibigaw

a.gifu.jp

揖
斐
川
町
テ
ニ
ス
連
盟
で
は
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
る
テ
ニ
ス
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。

テ
ニ
ス
を
始
め
た
く
て
も
き
っ
か
け
の

な
い
人
、
い
つ
も
と
違
っ
た
相
手
と
テ
ニ

ス
し
た
い
人
、

テ
ニ
ス
を
通
し

て
友
達
を
増
や

し
た
い
人
は
お

気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
12
日（
月
・
祝
）

【
雨
天
の
場
合
　
10
月
18
日（
日
）】

9
時
〜
16
時

※
都
合
の
良
い
時
間
に
参
加
可
能

■
場
所

揖
斐
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
商
工
会
東
側
）

■
対
象

高
校
生
以
上

■
申
込

不
要

※
当
日
、直
接
コ
ー
ト
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費

無
料

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

℡
2
3
│
0
1
1
5

揖
斐
川
町
テ
ニ
ス
連
盟
事
務
局
　
横
平

℡
0
9
0
│
3
9
3
5
│
5
1
7
5

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
で
は
、
10

月
1
日
か
ら
「
携
帯
電
話
・
I
P
電
話

1
1
9
番
緊
急
通
報
位
置
情
報
通
知
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
1
1
9
番
発
信
位
置
を
あ
る
程
度
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
現

場
へ
の
到
着
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

■
1
1
9
番
の
か
け
か
た

ま
ず
身
の
安
全
を
は
か
っ
て
、
局
番
な

し
の
1
1
9
番
へ
電
話
を
か
け
ま
す
。
指

令
係
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
お
聞
き

し
ま
す
。
落
ち
着
い
て
確
実
に
指
令
係
の

尋
ね
て
い
る
こ
と
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

・
何
が
あ
っ
た
の
か（
火
災
か
救
急
か
救

助
か
）

・
住
所（
場
所
）は
ど
こ
か（
主
な
目
標
物
）

・
ど
の
よ
う
な
状
況
か

・
名
前
、
電
話
番
号

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
郡
消
防
組
合

℡
3
2
│
0
1
1
9

Information Room

川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

参
加
者
募
集

Information Room

揖
斐
川
町
I
T
講
習
会
参
加
者
募
集

Information Room

テ
ニ
ス
交
流
会
参
加
者
募
集

Information Room

携
帯
電
話
・
I
P
電
話

1
1
9
番
緊
急
通
報

位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
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○
園
芸
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

園
芸
福
祉
の
知
識
技
術
を
習
得
し
、
園

芸
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る

人
材
を
養
成
し
ま
す
。

■
日
に
ち

【
大
垣
会
場
】

第
1
回
　
11
月
7
日（
土
）

第
2
回
　
11
月
14
日（
土
）

第
3
回
　
11
月
21
日（
土
）

【
可
児
会
場
】

第
1
回
　
11
月
10
日（
火
）

第
2
回
　
11
月
17
日（
火
）

第
3
回
　
11
月
24
日（
火
）

■
時
間

各
会
場
、
各
回
と
も
11
時
〜
17
時

■
場
所

【
大
垣
会
場
】

大
垣
市
中
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
可
児
会
場
】
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー

■
定
員

各
会
場
40
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
費

無
料

■
申
込
方
法

10
月
19
日（
月
）ま
で
に
、
電
話
で（
℡

0
5
7
4
│
6
6
│
5
0
3
0
）受
講
申
請

書
を
請
求
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
野
鳥
を
呼
ぶ
庭
づ
く
り
講
座

小
鳥
を
お
庭
に
呼
ぶ
た
め
の
庭
の
つ
く

り
方
に
関
す
る
基
本
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

■
日
に
ち

10
月
22
日（
木
）・
29
日（
木
）

※
同
一
内
容
で
2
回
行
い
ま
す
。

■
時
間

13
時
15
分
〜
14
時
45
分

■
場
所

国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー

■
定
員

各
10
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
費

無
料

■
申
込
方
法

10
月
13
日（
火
）ま
で
に
、

は
が
き
に
次
の
事
項
を
記
入
の
上
、
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
記
載
事
項

講
座
名
、
受
講
希
望
日
、

住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号

【
送
付
先
・
お
問
い
合
せ
先
】

国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー

〒
5
0
9
│
0
2
5
1

可
児
市
塩
1
0
9
4
│
8

℡
0
5
7
4
│
6
6
│
5
0
3
0

こ
の
研
修
会
は
、
岐
阜
県
歯
科
医
師
会

と
岐
阜
県
歯
科
衛
生
士
会
が
共
同
で
、
現

在
医
療
現
場
か
ら
離
れ
て
い
る
歯
科
衛
生

士
さ
ん
の
再
就
職
を
目
的
に
、
最
新
の
知

識
・
技
術
を
提
供
し
、
再
び
歯
科
医
療
の

現
場
に
復
帰
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
た
め

に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

■
日
時
・
会
場

【
1
日
目
】

11
月
12
日（
木
）

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

岐
阜
会
場
　
岐
阜
県
歯
科
医
師
会
館

東
濃
会
場
　
土
岐
市
文
化
セ
ン
タ
ー

【
2
日
目
】

12
月
17
日（
木
）

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

岐
阜
会
場
の
み
　
岐
阜
県
歯
科
医
師
会
館

■
研
修
内
容

【
1
日
目
】

①
P
M
T
C
と
S
R
P
に
つ
い
て

②
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

③
岐
阜
県
歯
科
衛
生
士
事
情（
望
ま
れ
る

歯
科
衛
生
士
像
）

【
2
日
目
】

①
障
が
い
者
歯
科
診
療
の
現
状
と
歯
科
衛

生
士
の
役
割

②
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て

③
口
腔
機
能
向
上
に
つ
い
て

■
受
講
料

無
料

希
望
者
に
は
、
就
職
先
の
紹
介
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

1
日
目
の
み
、
2
日
目
の
み
の
受
講
も

可
能
で
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

（
社
）岐
阜
県
歯
科
医
師
会
事
務
局

℡
0
5
8
│
2
7
4
│
6
1
1
6

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
法
人

と
し
て
の
責
任
あ
る
団
体
と
し
て
地
域
貢

献
並
び
に
高
齢
者
が
元
気
で
生
き
が
い
を

持
ち
働
く
場
所
の
確
保
と
提
供
の
た
め
、

更
な
る
事
業
推
進
と
健
全
で
透
明
な
運
営

を
進
め
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
親
切
」「
丁
寧
」「
安
く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
お
仕
事
を
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
す
。

草
取
り
、
草
刈
り
、
掃
除
、
家
事
援
助
、

屋
内
外
軽
作
業
等
の
一
般
作
業
、
剪
定
、

襖
張
り
、
大
工
、
パ
ソ
コ
ン
、
宛
名
書
き

等
技
術
分
野
他
に
も
様
々
な
職
種
が
あ
り

ま
す
。
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
社
等
を
退
職
さ
れ
職
を
お
探

し
の
方
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
健
康
で
ま
だ
ま
だ
頑
張
れ
る
方
、
特

技
・
資
格
を
活
か
し
て
地
域
に
貢
献
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
町
内
に
お
住
ま
い
で
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
方
の
入

会
を
お
待
ち
い
た
し
て
い
ま
す
。

【
月
例
登
録
説
明
会
日
程
】

■
説
明
登
録
会

10
月
5
日（
月
）

19
日（
月
）

■
時
間

10
時
〜
11
時
30
分

■
会
費

2
0
0
0
円

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
2
3
│
0
9
0
7

Information Room

（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

Information Room

岐
阜
県
立
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー

10
月
11
月
開
講
講
座

Information Room

平
成
21
年
度
在
宅（
未
就
業
）

歯
科
衛
生
士
研
修
会
開
催



上
の
夫
婦

■
募
集
戸
数

10
戸

■
規
模

1
L
D
K
・
2
L
D
K

■
家
賃
月
額

9
5
0
0
0
円
〜

1
3
5
0
0
0
円

■
共
益
費

月
額
1
4
0
0
0
円

■
支
援
管
理
費

月
額
8
9
0
0
円

■
選
定
方
法

毎
集
金
曜
日
ご
と
に
受
付

を
締
め
切
り
、
翌
週
月
曜
日
に
抽
選
を

行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
応
募
者
が
な
い

場
合
は
同
様
の
募
集
・
選
定
を
繰
り
返

し
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

岐
阜
県
住
宅
供
給
公
社
　
管
理
第
一
課

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
7
階

℡
0
5
8
│
2
7
7
│
1
0
5
1

岐
阜
県
で
は
、
職
業
的
自
立
を
支
援
す

る
拠
点
と
し
て
「
岐
阜
県
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
愛
称
ぎ
ふ
サ
ポ
）」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
訪
問
に
よ
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
相
談
対
象

15
歳
か
ら
概
ね
40
歳
未
満

の
ニ
ー
ト
状
態
に
あ
る
若
者
及
び
そ
の

保
護
者

■
費
用

相
談
無
料（
相
談
員
の
訪
問
に

対
す
る
実
費（
交
通
費
）を
ご
負
担
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
事
前
予
約

相
談
は
事
前
予
約
が
必

要
。
電
話
又
はE

-m
ail

で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
岐
阜

県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

岐
阜
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

℡
0
5
8
│
2
1
6
│
0
1
2
5

E-m
ailgifusapo@

icds.jp

■
所
在
地

岐
阜
市
橋
本
町
2
│
5
2

（
岐
阜
シ
テ
ィ
・
タ
ワ
ー
43
内
）

■
入
居
資
格

自
立
し
た
生
活
を
営
め
る

60
歳
以
上
の
単
身
者
も
し
く
は
60
歳
以
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オオバコは踏まれても踏まれてもそれに耐えて生きています。路傍の草本類の中でも生命力は抜
群です。またオオバコの種子には粘液成分があるので少しの水気でも粘液によって付着します。人
馬に付着して運ばれ分布を広げてゆきます。それで人が通った道には必ずオオバコが見られます。
オオバコは広い大きな葉（大葉子）の意味です。別名の車前草は牛車、馬車の通る道ばたに多いから
その名前があります。また轍（ワダチ）草とも呼ばれています。
薬用に用いられた記録は古く、東洋では薬草とその用い方が書かれた『神農本草経』（200）にオ

オバコの種子が載せられています。西洋ではこれもヨーロッパでは最も古い薬草利用の本『デイオ
スコリデスの薬物書』（77-78）にヘラオオバコが載せられています。
薬用には全草（車前草）、種子（車前子）を用います。全草は下痢止めや咳止めに煎じて用います。

種子は去痰、鎮咳の他血糖降下作用や免疫賦活作用が認められています。煎じて用います。『神農
本草経』には「久しく服すれば身を軽くして老化に耐える」とあるので車前草をお茶のようにして
飲めば健康茶としての利用価値があります。 （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

いびがわ 特産品シリーズ オオバコ（車前草）（オオバコ科）

インフォメーション ルーム

Information Room

◆
揖
斐
川
町
役
場
へ

8
月
21
日（
金
）、
セ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
い

び
が
わ
よ
り
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の
協

賛
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
揖
斐
川
ふ
る
さ
と
基
金
へ

高た
か

橋は
し

勝か
つ

久ひ
さ

さ
ん（

永
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
揖
斐
川
尚
和
園
へ

牧ま
き

村む
ら

正ま
さ

美み

さ
ん（
房
島
）み
ょ
う
が

林は
や
し

良よ
し

夫お

さ
ん（
北
方
）た
ま
ね
ぎ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Information Room

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

地
域
相
談
員（
エ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

Information Room

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

「
ラ
シ
ュ
ー
ル
メ
ゾ
ン
岐
阜
」

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒

賞
を
受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い

と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

山や
ま

口ぐ
ち

よ

ゑ
さ
ん（
坂
内
坂
本
）

8
月
10
日（
月
）
95
歳

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
長
寿
さ
ん

今
月
の
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